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　悲しい報告があります。 昨年 8 月に情報工学科の和田守先生、 今年の 4 月には
人文科学科の黒田先生と、2 名の現役の先生が逝去されました。お二人とも長く
松江高専で教鞭を執って頂いた先生ですので、葬儀には同窓生が数多く参列
され、別れを惜しんでおられました。
　開校50年を越えて退職教官の訃報も聞こえてきます。高専は他の学校と違い、
教員と学生の距離が近いため、卒業後も恩師との交流が続いている方も多く、そ
れだけに先生方の訃報には多くの同窓生の哀惜の念を届けたいと思っています。
　最近は卒業生のご子息・ご息女が入学、卒業され、もう少ししたら、3 代目も入
られるのではないかと期待しています。歴史を刻んだ松江高専の未来に向けて、
同窓会活動もより活発に進めていきたいと思います。

和田守先生 黒田先生

編 集 後 記

ご挨拶

　毎年のように日本のどこかで大規模
な災害が発生し、日頃の危機管理につ
いて考えさせられる今日この頃、松江工
業高等専門学校同窓会会員の皆様に
おかれましては、ご健勝にて国内外で
ご活躍のことと思います。
　私は、昨年度、同窓会長を仰せつか
り、今まで諸先輩方々が築き上げてこ

られた母校同窓会を維持・発展させていくために、ネットワ
ークの強化を図っていくということを就任最初の目標として
掲げさせていただきました。
　そのことから、昨年、松江高専が島根県の受託事業として
実施された「卒業生交流フェスタ」に対して、少しでもネット
ワークづくりのきっかけになればとの思いで協賛し、東京・
大阪・広島の３会場で合計４回開催された交流会に私自身
も参加させていただきました。

　結果、４回の開催で延べ 280 名の方にご参加いただき、
参加者同士が思い出話に花を咲かせるなど大変有意義な時
間を過ごすことができ、多くの方々から高評価をいただきま
した。
　現在では、同窓会の会員数も7,400名を超え、会員の消息
を把握することすら困難となっていますが、本同窓会として、
このような取組を可能な限り実施して、会員相互のつながり
を築いていきたいと考えています。
　また、会員の皆様におかれましても、それぞれでプチ同窓
会を開催するなどして、交流の輪を広げていただけると幸い
です。
　３年後には同窓会の50 周年を迎えることとなりますが、
少しでも同窓会が会員の皆様にとって身近な存在に感じて
いただけるよう努めてまいりますので、より一層のご理解とご
支援をよろしくお願いします。

  陶山 知政 （24期・土木）

「直野寮」現況について
松江工業高等専門学校  校長補佐（寮務主事）  電子制御工学科  松本 浩介

　今年度より寮務主事となりました電
子制御工学科の松本です。昨年度寮
務主事補となり、以前と合わせ2回目
の寮務担当ではありますが、前回と比
べると大きく変化している部分も多く、
新たな気持ちで寮の運営を考えていき
たいと思っております。
　本年度4月は寮生425名と定員に

対しほぼいっぱいの状態でスタートしました。特に1年生は
107名と過半数が寮生となってここ近年増加傾向にありま
す。過去の寮をご存知の方は、今の寮を見たときにかなり良く
なっていると驚かれる方も多いのではないでしょうか？施設も
食事もかなり改善されていると思われ、そのためか上級生に
なっても寮にいたいと思う学生が増えてきているようです。こ

れも善し悪しで、希望する学生すべてが寮に入れない状況も
出てきています。
　寮を支えてくださる直野寮後援会の保護者の中にも多くの
卒業生がおられます。また兄弟姉妹で在寮している学生も多
くおります。このことは保護者の方々が自分自身あるいはお子
さんの高専での経験を踏まえ、なおかつ松江高専へ自分の子
供を送りたいと思っていただけているということだと感謝する
次第です。教員サイドでもH18年度寮長の環境・建設工学
科の山口先生が本年度から寮務主事補として寮生の指導に
当たられます。表裏よくご存じなので、様々な形で寮運営への
アドバイスがいただけることでしょう。
　このような状況がこれからも続くよう、今後とも松江高専な
らびに松江高専直野寮へのご支援をよろしくお願いいたし
ます。

　松江高専サッカー部は現在、新入部員
16名を加えた、総勢54名で活動していま

す。近年では、2014年に愛媛県で開催された全国高専大会で初
の全国 3 位の成績を収め、2015 年も中国大会で優勝し、2 年連
続全国大会出場を果たすことができました。しかしながら、昨年
の全国高専大会では初戦敗退という結果しか残すことが出来ず、
大変悔しい思いをしました。
　新体制になってから最初の大会である天皇杯松江市予
選会では、社会人チームを次々と破り、決勝まで駒を進め
て準優勝という成績を残しました。そして、7月の上旬に
開催された中国高専大会では、目標にしていた優勝を果
たし、松江高専サッカー部創立初の大会3連覇を成し遂
げることができました。現在はこの結果に満足せず、全国
高専大会で優勝できるよう、高いモチベーションでトレー
ニングを行っています。
　日々の練習では、昨年味わった初戦敗退という悔しさを
忘れず、ランニングのメニューである｢ロード｣や｢300ｍ
走」では従来よりも目標タイムを高く設定しています。ま
たウェイトトレーニングのメニューも先生指導のもとでさら

にパワーアップしています。最近では、個々の目標が高くなったこ
とから自主的に筋トレを行う選手も増えてきました。これらの進化
が、今年の中国高専大会を全員で走りきり、試合に勝つことがで
きた要因だと考えています。
　これからも学校関係者の方々や OBの諸先輩方に応援してい
ただけるようなチームを目指し、新たな1ページを作っていきま
すので、今後とも松江高専サッカー部をどうかよろしくお願い致
します。

　松江高専水泳部は、ここ数年、多くの大
会で好成績を収めております。 

　高専の大会である中国高専大会では、平成23年より平成28年
まで6連覇を達成し、本記事執筆時も継続中です。また、全国高専
大会では、平成23年に全国優勝し、平成24年から平成27年ま
で準優勝を成し遂げております。神戸高専の壁はなかなか破れず
にいますが、二度目の全国優勝を目指して全員が一丸となって頑
張っています。 
　また、高校の大会である県総体では、平成26年より平成28年
まで3連覇を達成し、こちらも継続中です。上位大会である中国総

体では、平成23年には高田祐介君（当時、電気工学科3年）が
100m平泳ぎ、平成26年には泉翔太君（当時、環境・建設工学
科3年）が100mバタフライでそれぞれ全国総体（インターハイ）
への出場権を獲得する快挙を成し遂げ、本校水泳部の知名度を
一気に上げてくれました。 
　さらに、大学の大会へも積極的に参加し、平成24年には高田祐
介君（当時、電気工学科4年）が100m平泳ぎで全国インカレに
出場、平成27年の中四国インカレでは河原敦君（当時、環境・建
設工学科5年）が100m背泳ぎで表彰台にあがる等、大学生とも
互角の戦いが出来るまでになりました。 
　皆、泳ぐことが大好きで、スイミングクラブを中心に心身を鍛
え、学校のプールにおいてもリレーの練習等一生懸命活動してお
ります（おりました）。残念ながら学校のプールは平成26年に廃
止となってしまいましたが、苦難をバネに更なる高みを目指して
奮闘しております。 
　本校水泳部の座右の銘は「挑戦」です。OB・OGの方々に恥じ
ないよう何事にも恐れず怯まず今後も挑戦し続けてまいります。今
後ともご支援、ご声援よろしくお願い致します。 
　Twitter、ホームページにて近況を報告しておりますので、お時
間がございましたら是非とも応援に足をお運びください。 
Twitter : https://twitter.com/matsue_ct_swim 
Web : http://www2.matsue-ct.ac.jp/g-kai/swim
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松江工業高等専門学校同窓会 会長
松江市役所



　企業の研究所、といっても製造に近いところで製品開発を行った後、昭和63年1月に本校の電子制
御工学科に着任しました。当時は電子制御工学科の1期生が1年生でした。講義では電気基礎、電磁
気学、実験実習では電気工学の基礎実験や組み込みマイコン回路の製作を立ち上げました。
　企業経験を生かそうと負荷の大きい課題を押し付けてしまったと今では反省しておりますが、当時の
諸君はよくフォローしてくれました。電磁気学は難解であると学部在籍中は思っていましたが、ベクトル
解析のイメージ図が多い海外のテキストを選んで勉強するとそれほど難解ではないと感じ、考え方・理
論を全面に出して講義しました。しかし、いざ教壇にたってみると反応が良くありませんでした。高専で
はベクトル解析を勉強するのは高学年になってからでしたので、ツールとしての数学と応用の工学に前
後関係の逆転があり、それが原因ではないかと悩みました。暗記はしてほしくない、という意図があっ
て、論理的展開を進めたのですが、・・・。
　その後、平成7年から情報工学科に移籍して、応用科目としての情報通信工学を担当させていただき、平成17年に電気工学科に
移籍したのち現在まで続いております。
退職後は再雇用で週4日授業や実験で出校しておりますが、福間先生のEDLCを組み込んだシステムの開発にも協力しております。
　平成20年から5年間、学科長という立場にいて、企業のリクルーターの方々から卒業生の皆様の活躍について高い評価をよく聞
き、嬉しく思いました。同窓会の皆様のますますのご活躍をお祈りいたします。
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■あの頃
  株式会社 安藤・間  鳥居 春樹 （7期・土木）

　一昨年、松江高専創立50周年記念交
流会に参加し、久し振りに学び舎を目の
当たりにしました。その光景は45年前
の入学時に見た、あの晴れがましい光景
と交錯するものでした。憧れの学校に入
学できた喜び、これからの生活に対する
夢と不安、そんな想いが一瞬脳裏を過り

ました。私が過ごした小学校は既に廃校になり中学校ももうす
ぐそうなると聞いて、この学校だけはいつまでも輝き続けて欲
しいと思ったものです。
　あの頃、島根県全域のみならず他県からも入学してくる、目
を見張る友に出会い、厳しい寮の先輩（憧れでしたが）に接し
て「自分は何にも知らない」という劣等感に苛まれ、寮で夜毎
論じ合うすばらしき友には付いて行けず、サッカーだけを一生
懸命やっていた。これではいけないと猛烈に本を読み始め、夜
毎の友の仲間入り。男ばかりの自由な校風の中で何度自分の殻
を破ったことか。本当に青春そのものだった、あの頃。
　お蔭様で想い描いたゼネコンに勤めることになり、今は第
22期の後輩も同じ本部で働いています。当時の部活の先輩や
後輩の方々は今どうしていらっしゃるでしょうか。皆様のご健
康と同窓生のご活躍と私のふるさと高専の更なる躍進を祈念し
ております。

2名の会員の皆様に、松江高専に対する想いを綴っていただきました。

■Internet Weekを通して
セコム山陰株式会社  細木 正司 （2期・情報）

　社 外 活 動 と し て、5 年 前 か ら Internet 
Weekのプログラム企画に協力していま
す。Internet Weekは、JPNIC（IPアドレス
などのインターネット資源を管理する組
織）が主催するインターネットの基盤技
術や最新動向を学び・議論するイベント
です。例年、11月に1週間、東京で開かれ
ます。2年前、島根に戻ってからも引き続

き参加しています。
　私は、「仮想化技術」分野のプログラムを担当・司会進行してい
ます。仮想化技術は、近年、非常に発展してきました。1台のコン
ピュータの中で、複数の仮想コンピュータを動かすことができ、
コンピュータの資源を効率的に活用できます。
　プログラムを企画する上で気をつけているのは、この分野で困
っていること、一歩先の次に必要となることは何か、ということ
です。2012年・2013年は、仮想化技術の運用監視・自動化に焦
点を当てました。2014年は今では一般的になっているコンテナ
技術の「Docker」、2015年はオープンソースの仮想化基盤として
注目を集めている「OpenStack」を取り上げ好評でした。
　その道の最先端で活躍されている方に講演をお願いすると、思
いがけず高専出身者と出会い、その活躍ぶりに刺激を受けます。
　今年も入念にプログラムを練っているところです。インターネ
ットの発展に貢献しつつ同窓会を通じ新たな交流をしていきたい
と考えています。

定年退職教員 紹介
平成27年度 

　昨年度をもって、高木健司先生、髙橋信雄先生、飯塚育生先生の3名の先生方が松江高専を定年退職されました。その3名の先生方にお
言葉を寄せていただきました。

企業出身教員の思い 電気工学科   飯塚 育生

40年間の思い出と御礼 電子制御工学科  髙橋 信雄

　私は昭和51年4月生産機械工学
科助手として着任しました。13期生

（生産機械８期）と共に高専に入り、
以来40年間勤めさせていただきま
した。この間、学科の増設・改組、
専攻科新設、校舎や寮の増改築、2
割近い女子学生の入学など、大きく
変化しました。しかし、松江高専へ
は毎年有為な人材が入学し、卒業
生は社会で高く評価されているという状況は変わっていません。
　昭和の時代はのんびりとした雰囲気が漂っていて、授業時間な
のに常にどこかのクラスがソフトボールをしていました。私は名将
鍔木哲雄先生（故人）が指導されるバスケット部の顧問の一人とし
て毎年全国大会に参加し、ついに和歌山で全国初優勝に輝いた感
動を覚えています。平成に入ってからは女子バスケット部とハンド
ボール部の顧問兼任でした。
　昭和62年電子制御工学科ができた頃からは担任、寮や学生部、
学生募集など校務に忙殺されました。そんな中、気持ちのいい学
生諸君に恵まれ、担任も楽しんで出来ました。また、部活以外でも
寮生会や学生会で他学科の学生諸君とも親しく接する機会が持て
て、松江高専生の持つ多面的な能力の高さを実感できました。
　高専卒業生を描いた「技術者の姿」（世界思想社）や「島根の
技術者」（山陰中央新報社）の取材では多くの同窓会の皆様にお
会いしましたが、その活躍ぶりを高専教員の一人として大変誇らし
く感じました。皆様方の益々のご活躍をお祈り申し上げます。
　末筆になりますが、退職に際し同窓会より記念品をいただきまし
た。心より御礼申し上げます。

碧空を求めて 数理科学科   高木 健司

　私は昭和50年春、大学卒業後
すぐ本校に着任しました。着任
早々受け持った卒研生と登った大
山。今でもその時の大山の空気感
と共に思い出します。楽しかった
けれど、当時の私はまだ学生気分
そのままでしたので皆様にはご迷
惑をおかけしました。私は大自然
と触れ合うようなことは何でも好きで、特に山が好きです。登
山と仕事は二人三脚でやってきました。どちらかがこけるとも
う一方も一緒にこけてしまう感じでした。ヨーロッパ、ヒマラ
ヤ、アフリカ、南米の山々を巡り、アフリカの最高峰キリマン
ジャロの頂上からはパラグライダーで飛行しました。ある時、
近くの山での飛行で骨折し、松葉杖で教壇に立ったのはイタ
かったです。何事も油断大敵。着任以来41年、あっという間
でした。この3月無事に定年退職を迎えることができました。
性懲りもなくこの夏には世界の山々を一緒に巡り歩いた岳友
と、フランスのモンブランに登る予定にしています。退職に

際しては同窓会よ
りすてきな記念品
を頂きました。ま
ことにありがとうご
ざいました。皆様
のご多幸とご発展
を心よりお祈り申
し上げます。

南米アンデスにて

　昨年度、松江高専と卒業生および卒業生相互のネットワークを
強化し、松江高専に対する支援基盤を構築するとともに、この
ネットワークを活用して県内企業との一層の連携を図る、という
目的から、「卒業生交流フェスタ」を松江高専、島根県、松江テク
ノフォーラム（松江高専の産学連携組織）と協賛して開催しまし
た。これは、松江高専が島根県から「しまね人材確保・育成事業」
の一つとして受託されて実現したもので（松江高専卒業生ネット
ワーク強化推進事業）、東京（9/12、11/21）、広島（10/31）、大
阪（12/5）の3地域で計4回の交流会を開催しました。
　各会場とも、退職された先生方や現職の教職員の方々、卒業生、
松江テクノフォーラム会員企業の方々など、合計280名にのぼる
非常に多くの方々に参加頂き（複数会場への参加者含む）、世代
や地域・業種を超えた交流の場をつくることができました。松江
高専の近況報告やロボコン、デザコンなどの出場チームによるデ
モンストレーションなども行われ、盛会のうちに終わりました。
多くの方々にご参加頂き感謝申し上げます。
　今年度からは同窓会が主体となり、上記のような交流会を年一
回開催してきます。記念すべき第一回目のH28年度交流会は、昨
年度新たに結成された関東支部を中心に東京（11/19）にて開催
いたします。詳細は別紙をご覧下さい。多くの方々にお越し頂け
れば幸いです。ご参加、お待ちしております。

松江高専卒業生交流フェスタ開催報告
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